
 

 

 

 

 

 

 

 

『良好な学習集団』 

校長 生田目 将 

 はじめに、学校だよりの題字「自立と共生」の紹介をします。今年度は生徒の手作りの題字で

学校だよりをつくることとし、募集しました。5月号は 3年 1組の清水春子さんの作品です。 

 さて、今回の話は和田中生に向けて発信します。教育目標にある『良好な学習集団』の例えの

1つに「思いやり・マナー・規範意識を大切にし、集団モラルが高い集まり」が考えられます。

和田中生には、「思いやりのある優しい気持ちで学校生活を過ごす」ことと「規範意識を高め、

正しい判断力を身に付ける」を体育大会の取り組みを通じて特に心がけてほしい月です。 

 そのヒントに私からは「勇気」と言う言葉を送ります。勇気にまつわる名言として、英国の政

治家でノーベル文学賞を受賞したウィンストン・チャーチルが「金を失うのは小さく、名誉を失

うのは大きい。しかし、勇気を失うことはすべてを失う。」という言葉を残しています。4 月か

ら始まった新しい学校生活の中で、友達づくりのために思い切ってクラスメートに声をかけた

り、勉強を頑張ろうと覚悟を決めて授業中手をあげたり，勇気を振り絞り立候補した委員会活動

など生徒諸君のチャレンジ精神に私は深く敬意を表します。希望とやる気・意気込みをもつこと

はもとより、その行動は勇気なくしてできるわけがありません。この行動は結果にかかわらず、

何事にも変えられない大切な経験となるでしょう。 

 次に、今取組真っ最中の体育大会。「仲間との協働、クラスの団結、学年のまとまり」「チャレ

ンジする気持ち」「クラスや学年のためにしっかり言動できること」などを意識して、悔いのな

い素敵な思い出となる行事にしてほしいと願います。この大きな行事はチャーチルの言う真の

勇気について考えるチャンスとなるでしょう。 

 また彼は「勇気とは起立して声に出すことである。また、勇気とは着席して耳を傾けることで

もある」とも言っています。起立して声に出すことも耳を傾けることも言葉が不可欠であること

は言うまでもありません。それはまさに、「ありがとう」「うれしい」「すごいね」「大丈夫」

「ごめんなさい」「もっとこうした方がいい」「その言動はよくない」など、これらの言葉を自

他のために心を込めて自信をもって発し合うことができる、自分に向けられて発せられた言葉

なら真摯に受け止め合うことができる『良好な学習集団』であることです。さあ、『勇気』ある

和田中生になろう！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行事予定 
＜５月後半～6月＞  

5／24(金) 体育大会準備（５・６校時） 6／ 7(金) 歯科検診 中央委員会 

セーフティ教室 25(土) 体育大会 ※雨天６時間授業 

27(月) 振替休業日 10(月) プール開き 

28(火) 体育大会予備日① 11(火) 進路説明会（３年） 

29(水) 体育大会予備日② 12(水) ５校時カット 定期考査１週間前 

30(木) 台湾教育部視察（午後） 13(木) 避難訓練  

31(金) 高校の先生の話を聞く会（３年） 

教育実習 終  英語検定 

17(月) 生徒会朝礼 小中交流会（５組） 

19(水) 第１回定期考査 始 

6／ 3(月) 全校朝礼 安全指導 21(金) 第１回定期考査 終 キャリア教育（３年） 

5(水) 耳鼻科検診 26(水) 眼科健診 

6(木) 専門委員会 28(金) 歯科検診 伝統文化体験（希望者） 
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○令和５年度 東京都学校歯科保健優良校  多摩市立和田中学校 

○東京ジュニアテニス選手権 14歳以下男子ダブルス 3位 2年 2組 Y.T 

○東京都中学校第７ブロック日南地区中学校卓球選手権大会 

女子ダブルス ２位 ３年３組 H.A  ３年３組 N.R 

男子ダブルス ３位 ３年１組 M.A  ３年１組 I.Y 

男子ダブルス ３位 ３年３組 M.S  ２年３組 M.K 

145名の１年生が入学した４月。教育目標を「自立と共生」として一新し、活動に能動的にかかわって

いく生徒の姿を期待して今年度がスタートしました。各学年が新しい目標をもち、前向きのエネルギーを

感じる令和６年度の幕開けとなりました。 

生徒総会 4月 30日 

 今年度は本格的に「校則の見直し」に取り組ん

でいます。全生徒がかかわる生徒総会を再構成

し、その場を活用してグループ討議を行いまし

た。縦割りグループでは３年生がリーダーシップ

をとり、下級生の意見を吸い上げ代表として全体

に発表するなど活躍しました。 

授業の充実 

 自ら求め、粘り強く

取り組む学習へ。生徒

も教員も考え、学びま

す。それが蓄積し、学

力が伸びますように。 

野菜 Green 

プロジェクト 

 今年も PTA企画の

活動にボランティアで

参加する生徒が多数。

地域ボランティアも期

待されています。 


